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卒業おめでとう！ Believe in yourself 夢へ向かって突き進め！
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3 ／７（土）　第 78 回伊平屋中学校卒業式が行われました。

　盛大な拍手で迎えられながら８名の卒業生が花道から入場。高良直人教

頭による開式の挨拶の後、校歌斉唱等が行われ、大型スクリーンの映像を

通して卒業生の３年間の歩みを振り返りました。松本優一郎校長より卒業

認定報告が行われた後、卒業生一人一人に卒業証書が授与され、支えてく

れた家族、学校教員、地域の人達へ感謝の気持ちを涙ながらに伝え卒業の

挨拶を述べました。式典終了後は、正門まで続く花道を在校生や教員、父

兄達にたくさんのシャボン玉で祝福されながら、明るい笑顔で感謝の言葉

を伝え、行進しました。

　校門前では色とりどりの華やかな卒業祝いプレゼントを両手いっぱいに

抱え、晴れやかな笑顔で記念撮影を楽しみ、島発ちする生徒たちにとって

希望に満ちた明るい笑顔あふれる卒業式となりました。

3 ／ 13（金）　伊平屋幼稚園終了式が行われました。

会場で父兄・職員の拍手に迎えられ園児のみなさんが元気よくにこやかに入場。式典では一年間の歩み発

表で園児たちの成長する姿が映像を通して発表されました。松田和美園長より終了証書が授与され、園児の

みなさんは「ぼくのゆめ・わたしのゆめ」でそれぞれの夢を発表し、会場から大きな拍手が送られました。

　最後に園児全員で「ドキドキドン１年生」を大合唱、春からの１年生への気持ちをかわいくたのしく発表

しました。

第 78 回 伊平屋中学校卒業式

伊平屋幼稚園 修了式
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3 ／ 14（土）　 伊平屋保育所で卒園式が行われ、9 名の園児のみなさんが卒園しました。

　午前 10 時、保育所ホールに園児のみなさんが拍手で迎えられ入場。照屋大作所長の祝福の挨拶の後は園

児のみなさんへ卒園証書が渡され、卒園児の皆さんは卒園ソングとして「みんなともだち」をホールいっぱ

いにこだまする大きな声で歌い上げました。

 卒園児のみなさんは“おおきくなったらなりたいもの”として、警察官、ソニック、プリキュア、猫のお

医者さんなどの他に、海ん人や野甫売店の店員になりたいと発表。会場は笑いと拍手に包まれました。在園

のばんび組の子供たちは、お祝いのことばと記念品贈呈、「ありがとうのはな」の歌で祝福。最後に卒園児

のみなさんから、お父さんお母さんへ鉢植えで育てた花のプレゼントが渡されました。

　明るい笑顔と元気いっぱいの歌声に包まれた卒園式となりました。

3 ／ 8（日）　 野甫中学校で卒業式が執り行われ、唯

一の生徒である名嘉虹夏さんが 9 年間の思い出が詰まっ

た学舎を飛び立ちました。

　 式には、保護者や地域住民、前日に卒業式を終えた伊平

屋中学校の同級生が駆けつけ、新たな門出を盛大に祝福し

ました。３年間の学びの軌跡を辿る学事報告では、環境保

全に取り組んだ生徒会活動や米国への短期留学、160 人が

集まり共に汗を流した区と合同の運動会など、挑戦の日々

を振り返りました。

　池原校長や保護者から激励の言葉を受け、虹夏さんは「お世話になった家族や地域の方々に感謝しながら、

夢に向かって一歩踏み出します」と約 100 名の参加者を前に、胸を張って発表しました。

　式終了後、虹夏さんは参加者の作った花道を笑顔で通り抜け、地域の方や同級生との思い出話に花を咲か

せました。

　なお、全校生徒の卒業に伴い 1903 年に伊平屋尋常小学校野甫分校として始まった野甫小中学校は、

123 年の歴史に区切りをつけ、一旦休校となります。（小学校は令和 5 年より休校）

野甫中学校 卒業式

伊平屋保育所 卒園式
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令和 8年度

施
政
方
針

　

Ⅰ　

は
じ
め
に

令
和
８
年
第
２
回
伊
平
屋
村
議
会
の
開
会
に

当
た
り
、
議
員
各
位
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
８
年
度
の
当
初
予
算
案
な
ど
の
重
要
な

議
案
の
審
議
に
先
立
ち
、
村
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ
、
議
員
各
位
並

び
に
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
国
会
に
お
い
て
政
府
は
、
基
本
方
針
と
し

て
「
日
本
列
島
を
、
強
く
豊
か
に
」
す
る
こ
と

を
掲
げ
、
１
.
強
い
経
済
の
実
現
、
２
.
地
方

を
伸
ば
し
、
暮
ら
し
を
守
る
、
３
.
外
交
力
・

防
衛
力
・
情
報
力
の
強
化
の
３
点
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
民
が
直
面
し
て
い
る
物

価
高
へ
の
対
応
や
暫
定
税
率
の
廃
止
に
よ
り
ガ

ソ
リ
ン
及
び
軽
油
の
価
格
低
下
、
力
強
い
経
済

施
策
と
安
全
保
障
政
策
の
推
進
に
よ
る
迅
速
な

対
応
な
ど
、
現
在
の
高
市
内
閣
総
理
大
臣
の
広

範
な
施
策
を
本
格
的
に
起
動
さ
せ
た
責
任
あ
る

積
極
財
政
へ
の
推
進
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
に
お
て
も
、
か
か
る
人
口
減
少
問
題
に

対
応
す
る
た
め
「
第
５
次
伊
平
屋
村
総
合
計

画
」
や
「
第
２
期
伊
平
屋
村
総
合
戦
略
」
に
基

づ
き
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
、
村
内
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
計
画
通

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
も
の
の
、

入
域
観
光
客
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
人
手
不

足
や
物
価
高
騰
に
よ
る
村
民
の
生
活
を
取
り
巻

く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
ご
承
知
の
と
お
り
、
現
段
階
の

本
村
人
口
は
二
〇
五
〇
年
に
は
現
在
か
ら

大
幅
に
下
回
る
と
の
見
通
し
と
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。
急
激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
行

は
、
村
の
存
立
を
も
危
ぶ
ま
せ
る
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
危
機

的
状
況
を
踏
ま
え
「
地
域
の
未
来
は
自
ら
切
り

拓
く
」
と
の
覚
悟
と
「
将
来
世
代
へ
の
責
任
」、

「
若
者
や
女
性
が
暮
ら
し
や
す
い
島
」
に
向
け

た
社
会
構
造
改
革
、
そ
し
て
、
か
つ
て
の
「
伊

平
屋
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
文
化
を
取
り
戻
す
」

と
い
う
四
点
を
基
本
に
し
た
「
伊
平
屋
村
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

令
和
８
年
度
以
降
、
こ
う
し
た
社
会
情
勢
を

踏
ま
え
、
村
内
の
観
光
名
所
や
観
光
施
設
の
潜

在
的
可
能
性
を
発
揮
す
る
た
め
、「
ス
ピ
リ
チ
ュ

ア
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
と
位
置
付
け
、
観

光
振
興
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
価
値
観
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
軸
に
貴
重
な
体
験
や
伊
平
屋
村
で
し
か
生

み
出
せ
な
い
比
類
な
き
商
品
と
し
て
の
価
値
を

創
出
し
、
訪
れ
る
人
や
交
流
人
口
の
増
加
を
推

進
す
る
こ
と
で
、
移
住
や
定
住
人
口
の
増
加
を

図
り
、
子
育
て
支
援
や
雇
用
創
出
な
ど
、
従
前

に
も
増
し
て
戦
略
的
に
施
策
展
開
す
る
こ
と

で
、
人
口
減
少
問
題
に
果
敢
に
挑
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
今
後
益
々
変
化
す
る
社
会
情
勢
に
対

応
し
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
は
、
第
５
次
伊
平
屋
村
総
合
計
画

に
掲
げ
る
「
共
創
・
協
働
の
む
ら
づ
く
り
」
の

確
立
は
特
に
重
要
で
す
。
今
後
、
住
民
と
行
政

の
真
の
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
政
策
決

定
プ
ロ
セ
ス
の
見
え
る
化
や
、
行
政
情
報
の
積

極
的
な
オ
ー
プ
ン
化
を
推
進
し
、
住
民
や
民
間

団
体
と
の
協
働
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

そ
し
て
、
施
策
の
実
施
に
お
い
て
も
地
域
と
の

緊
密
な
協
働
を
重
視
し
共
に
考
え
、
実
現
可
能

な
施
策
を
精
選
す
る
と
と
も
に
、
未
来
の
世
代

へ
も
引
き
継
げ
る
よ
う
、
環
境
へ
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
地
域
振
興
策
を
展
開
し
、
む
ら
の
将

来
像
と
し
て
掲
げ
た
「
輝
く
里
山
・
里
海
・
笑

顔
あ
ふ
れ
る
島
人
˜
原
風
景
と
幸
せ
が
満
ち
た

島
」
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
決
意
を
新
た
に
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　　

Ⅱ　

施
策
の
概
要

　

次
に
、
令
和
８
年
度
に
お
け
る
施
策
の
概
要

に
つ
い
て
、
村
民
の
求
め
る
将
来
像
に
沿
っ

て
、
基
本
姿
勢
と
主
な
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
す
。

《
ひ　

と
》

「
村
の
未
来
は
教
育
が
つ
く
る
」

本
村
で
は
、「
つ
な
が
り　

ひ
ろ
が
り　

と

も
に
学
ぶ　

伊
平
屋
の
島
発
ち
（
し
ま
だ
ち
）

教
育
」
の
理
念
の
も
と
、
す
べ
て
の
施
策
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
島
発
ち
教
育
」
と
は
、
学
校
・
家
庭
・
地

域
・
行
政
が
密
接
に
連
携
し
、
幼
児
か
ら
小
中

学
生
、
さ
ら
に
は
村
出
身
の
高
校
生
や
全
住
民

を
対
象
と
す
る
も
の
で
す
。
本
村
の
教
育
大
綱

お
よ
び
教
育
振
興
基
本
計
画
に
掲
げ
る
学
校
教

育
、
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
す
べ
て
を
包
含

す
る
、
本
村
教
育
の
柱
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
島
発
ち
教
育
」
を
通
じ
て
、
島
の
歴

史
・
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分
ら
し
さ
を

伸
ば
し
な
が
ら
、
変
化
す
る
社
会
に
対
応
し
、

島
の
未
来
を
切
り
拓
く
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

そ
の
テ
ー
マ
は
、「
視
野
は
世
界
、
視
点
は
郷

土
」
で
す
。
郷
土
を
深
く
学
び
つ
つ
、
世
界
の

動
向
を
捉
え
る
国
際
感
覚
を
養
い
、「
郷
土
人

に
し
て
国
際
人
」
た
る
人
材
を
育
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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さ
ら
に
、
加
速
度
的
に
情
報
化
が
進
む

S
o
cie

ty5
.0

時
代
へ
の
対
応
も
不
可
欠
で

す
。
す
べ
て
の
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
指

導
を
実
践
し
、
子
ど
も
た
ち
に
「
個
別
最
適
な

学
び
」
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
教
員
・
生
徒
・

地
域
が
一
体
と
な
っ
た
「
協
働
的
な
学
び
」
を

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

各
施
策
の
具
体
的
な
取
組
に
つ
き
ま
し
て

は
、
別
冊
の
「
令
和
８
年
度
教
育
要
覧
（
伊
平

屋
村
の
教
育
）」に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
確
認
下
さ
い
。

《
く
ら
し
》

「
女
性
と
子
ど
も
が
大
切
に
さ
れ
す
べ

て
の
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
島
」

⑴　

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備

　
「
子
ど
も
や
若
者
は
地
域
の
た
か
ら
」
と
い

う
基
本
方
針
の
下
、
慢
性
的
に
不
足
し
て
い
る

保
育
士
等
福
祉
人
材
確
保
に
加
え
、
子
育
て
環

境
の
改
善
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
継
続
的
且
つ

横
断
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
産
み
育
て
る
環

境
整
備

②
乳
幼
児
健
康
診
査
の
実
施
や
母
子
保
健
推

進
員
の
配
置

③
「
ウ
ェ
ル
ハ
ピ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」、
母
子
健
康
包

括
セ
ン
タ
ー
の
運
営

④
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
等
の
推
進

⑵　

地
域
医
療
体
制
の
充
実
に
つ
い
て

　

村
民
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
将
来
に

わ
た
っ
て
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
暮

ら
し
が
保
障
さ
れ
る
社
会
の
構
築
を
目
指
し
ま

す
。①

住
民
の
定
期
検
診
の
受
診
率
の
向
上

②
予
防
接
種
等
の
予
防
事
業
等
の
充
実

⑶　

障
が
い
者
が
安
心
し
て
生
活
出
来

る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
拠
点
整

備
と
人
材
確
保
に
よ
り
、
乳
幼
児
期
か
ら
成
人

に
至
る
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

①
商
福
連
携
拠
点
施
設
の
活
用
に
よ
る
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
及
び
生
活
支
援

事
業
の
充
実

③
障
が
い
者
等
と
の
交
流
機
会
の
充
実

⑷　

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る

環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

65
歳
以
上
の
割
合
が
30
％
を
超
え
た
村
内

に
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続

け
る
た
め
の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
地
域
支
援
事
業
等
の
取
組
推
進

②
「
個
別
避
難
計
画
カ
ル
テ
」
の
作
成
及
び

防
災
Ｄ
Ｘ
等
の
推
進

③
高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
（
と
ら
ず
園
）

の
運
営
と
機
能
強
化

⑸　

安
全
・
安
心
で
強
靱
な
島
づ
く
り

に
つ
い
て

　

消
防
団
員
の
育
成
強
化
を
目
的
と
し
た
定
期

的
な
訓
練
、
消
防
学
校
で
の
各
種
研
修
へ
の
派

遣
と
あ
わ
せ
、
伊
平
屋
村
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
く
防
災
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
拡
充
を
推
進
し
ま

す
。①

防
災
行
政
無
線
の
更
新
整
備

②
新
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化

③
防
災
マ
ッ
プ
及
び
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
整
備

《
産　

業
》

「
里
山
・
里
海
を
活
か
し
た
産
業
が
息

づ
く
島
」

⑴　

村
内
産
業
の
活
性
化
に
向
け
た
仕

組
み
づ
く
り
に
つ
い
て

　
「
伊
平
屋
村
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
５
０
」
が

指
し
示
す
「
定
常
化
戦
略
」
と
「
強
靱
化
戦
略
」

を
実
現
す
べ
く
各
種
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

①
「
伊
平
屋
村
産
業
経
済
活
性
化
協
議
会
」

の
開
催

②
「
第
３
期
伊
平
屋
村
総
合
戦
略
」
の
策
定

③
地
域
活
性
化
起
業
人
制
度
の
活
用

④
特
定
地
域
づ
く
り
協
同
組
合
支
援
と
働
き

方
改
革
の
推
進

⑤
起
業
環
境
の
整
備
促
進

⑵　

農
林
水
産
業
の
推
進
に
つ
い
て

　

本
村
の
農
林
水
産
業
は
、
農
水
産
業
資
材
、

燃
料
の
高
騰
、
従
事
者
の
高
齢
化
や
担
い
手
不

足
、
生
産
物
価
格
の
下
落
等
深
刻
な
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
課
題
解
消
に
向

け
、
各
施
策
を
協
力
に
推
進
し
ま
す
。

①
遊
休
地
及
び
荒
廃
農
地
の
利
用
促
進

②
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
の
活
用
に
よ
る
基

盤
整
備
の
促
進

③
「
土
づ
く
り
指
針
」
の
策
定
と
地
力
増
進

計
画
の
推
進

④
島
尻
地
区
に
お
け
る
土
層
改
良
事
業
の
先

行
実
施

⑤
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
よ
る
堆
肥

増
産

⑥
海
面
養
殖
及
び
陸
上
養
殖
施
設
の
機
能
強

化
策
の
検
討

⑦
田
名
漁
港
荷
捌
き
施
設
や
、
田
名
ア
カ
シ

海
岸
突
堤
施
設
の
事
業
化
推
進

⑧
水
産
業
持
続
化
支
援
事
業
の
活
用
に
よ
る

担
い
手
確
保

⑨
「
伊
平
屋
村
６
次
産
業
化
推
進
事
業
」
に

よ
る
商
品
開
発

⑶　

観
光
交
流
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

本
村
に
ふ
さ
わ
し
い
交
流
事
業
と
し
て
、
地

域
の
主
体
的
な
取
組
に
よ
る｢

グ
リ
ー
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
・
森
林
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ブ
ル
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム｣

を
引
き
続
き
推
進
し
、
民
間
事
業
者

や
北
部
12
市
町
村
が
参
画
す
る
「
地
域
連
携
Ｄ

Ｍ
Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）」
と
連
携
し
、

販
売
や
受
け
入
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。
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①
伊
平
屋
島
観
光
協
会
へ
の
運
営
支
援

②
地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
連
携
し
た
観
光
Ｄ
Ｘ

の
推
進

③
自
然
・
文
化
・
体
験
を
組
み
入
れ
た
「
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
展
開

④
天
岩
戸
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
商
工
祭

の
開
催
支
援

⑤
海
浜
清
掃
イ
ベ
ン
ト
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ッ

ク
」
の
開
催
支
援

⑥
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
既
存
イ
ベ
ン
ト
の
合

理
・
適
正
化

《
社
会
基
盤
》

「
安
全
安
心
、
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え

る
し
ま
づ
く
り
」

⑴　

交
通
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

沖
縄
本
島
と
の
唯
一
の
交
通
手
段
で
あ
る
海

上
交
通
の
安
全
・
安
心
・
安
定
性
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
村
内
交
通
網
に
お
け
る
環
境
改

善
や
利
便
性
の
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

①
環
境
・
景
観
に
配
慮
し
た
村
道
等
の
新
設

改
良
事
業
の
実
施

②
既
存
道
路
の
再
整
備
と
機
能
向
上
、
維
持

管
理
の
徹
底

③
災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る

集
落
道
の
環
境
整
備

④
前
泊
港
の
安
全
対
策
と
用
地
拡
張
に
向
け

た
事
業
化
推
進

⑵　

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

　

上
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
安

全
・
安
心
・
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
向
上
に

努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
改
善
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
安
定
的
な
ゴ
ミ
処
理
体

制
の
構
築
に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
講

じ
、
処
理
コ
ス
ト
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。①

農
業
集
落
排
水
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

と
機
能
診
断
の
実
施

②
簡
易
水
道
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
と
管

路
更
新
事
業
の
実
施

③
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
コ
ス
ト
軽
減
と

経
営
改
善
強
化

④
可
燃
ご
み
の
島
外
処
理
事
業
の
実
施

⑤
ご
み
収
集
日
や
分
別
区
分
の
変
更
と
ご
み

袋
有
料
化
の
実
施

⑶　

住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

　

村
営
住
宅
に
お
い
て
は
、
老
朽
化
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
く
改
修
・
修
繕
と
あ
わ
せ
、
建
て
替
え

整
備
や
集
落
内
に
点
在
す
る
空
き
家
の
活
用
方

策
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
公
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク
総
合
改
善
事
業
の
実

施
②
空
き
家
改
修
・
サ
ブ
リ
ー
ス
事
業
の
検
討

③
公
営
住
宅
建
て
替
え
事
業
の
事
業
化
推
進

⑷　

公
園
・
広
場
の
整
備
に
つ
い
て

　

米
崎
海
浜
公
園
を
は
じ
め
、
各
地
域
に
点
在

す
る
公
園
・
広
場
な
ど
は
、
単
に
観
光
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
位
置
づ
け
の
み
な
ら
ず
、
社
会
活

動
の
基
盤
と
な
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
維
持
管
理
や
機
能
拡
充
及
び
利
活
用
を
、
積

極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

①
米
崎
海
浜
公
園
の
機
能
強
化
と
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
よ
る
予
約
シ
ス
テ
ム
の
構
築

②
農
村
公
園
や
各
種
公
園
・
広
場
の
適
正
管

理
③
と
ら
ず
公
園
で
の
遊
具
や
健
康
器
具
を
備

え
た
ふ
れ
あ
い
広
場
の
整
備

④
念
頭
平
松
公
園
を
活
用
し
た
新
規
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
支
援

⑤
腰
岳
森
林
公
園
の
機
能
強
化
と
片
隈
神
社

周
辺
で
の
ツ
ツ
ジ
公
園
整
備
の
事
業
化
検

討

⑸　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

　

離
島
で
あ
る
本
村
で
は
、
地
域
の
情
報
化
の

促
進
を
図
る
こ
と
は
地
理
的
不
利
性
を
克
服

し
、
定
住
条
件
の
整
備
と
産
業
振
興
を
図
る
上

で
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
関
係
機
関
と
連

携
し
各
種
施
策
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。

①
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
の
能
動
的
運
営
と
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
改
革
の
実
施

②
ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
段
階

的
導
入
の
実
施

③
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
対
策

の
継
続
実
施

④
村
西
側
エ
リ
ア
の
公
共W

i-F
i

ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
網
の
整
備

《
環 

境
》

「
豊
か
な
自
然
と
歩
み
続
け
る
島
」

⑴　

自
然
環
境
の
保
全
と
循
環
型
社
会

の
構
築
に
つ
い
て

　

本
村
は
手
つ
か
ず
の
自
然
や
、
昔
な
が
ら
の

景
観
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
島
の
大
き
な
魅

力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境

と
景
観
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
地
域
学
習
の

推
進
や
村
民
及
び
来
島
者
に
対
し
、
自
然
環
境

保
全
思
想
の
普
及
啓
発
を
積
極
的
に
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

①
集
落
美
化
作
業
や
Ｃ
Ｇ
Ｇ
団
体
活
動
の
推

進
と
運
営
支
援

②
観
光
地
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
推
進
事
業
の
実

施
③
里
山
の
持
つ
保
水
機
能
の
回
復
と
赤
土
対

策
の
推
進

④
漂
着
ゴ
ミ
対
策
と
海
浜
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
支
援

⑤
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
及
び
利
用
促
進
策
の
検
討

⑵　

美
し
い
景
観
形
成
と
土
地
利
用
区

分
の
明
確
化
に
つ
い
て

　

今
般
策
定
し
た
公
共
施
設
用
地
等
土
地
利
用

計
画
や
、
伊
平
屋
村
景
観
計
画
及
び
伊
平
屋
村

海
岸
線
景
観
環
境
整
備
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

美
し
い
自
然
景
観
の
保
全
と
、
島
の
全
体
機
能

を
向
上
さ
せ
る
土
地
利
用
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
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①
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
く
公
共
施
設
等
の

高
台
移
転
の
推
進

②
時
代
に
即
し
た
景
観
計
画
の
改
定

③
海
浜
景
観
の
保
全
を
目
的
と
し
た
外
来
植

物
の
除
去

④
空
き
家
・
空
き
地
対
策
と
集
落
景
観
の
保

全
⑤
墓
地
集
約
化
と
納
骨
堂
及
び
永
代
供
養
塔

の
整
備

《
行
財
政
》

「
共
創
・
協
働
の
む
ら
づ
く
り
」

⑴　

共
創
・
協
働
に
よ
る
む
ら
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

　

今
後
、
益
々
進
展
が
予
想
さ
れ
る
社
会
経
済

情
勢
の
変
化
の
中
、
高
質
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
、
村
民
ニ
ー
ズ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
把

握
と
、
意
識
の
高
い
機
動
力
を
持
っ
た
組
織
体

制
の
構
築
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
行
政
と
地
域
住
民
と
が
一
体
と

な
っ
た
共
創
・
協
働
体
制
の
構
築
と
「
縮
充
」

を
見
据
え
た
人
口
減
少
速
度
の
緩
和
、
必
要
人

口
の
維
持
を
目
指
し
、
喫
緊
の
対
策
を
講
じ
て

ま
い
り
ま
す
。

①
「
若
者
未
来
会
議
」
の
運
営
支
援

②
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
制
度

の
活
用

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用

④
「
第
３
期
伊
平
屋
村
総
合
戦
略
」
の
策
定

⑵　

行
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

　

行
政
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
い
て
は
「
伊
平

屋
村
人
材
育
成
基
本
方
針
」
及
び
「
伊
平
屋
村

職
員
研
修
計
画
」
に
基
づ
き
、
職
員
の
意
識
改

革
と
複
雑
高
度
化
す
る
行
政
課
題
に
的
確
に
対

応
で
き
る
能
力
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
財
政
面
に
お
い
て
は
既
存
事
業
の
見

直
し
や
、
事
務
事
業
の
効
率
化
な
ど
に
よ
る
歳

出
の
抑
制
、
村
税
収
納
率
の
向
上
及
び
受
益
者

負
担
の
見
直
し
に
よ
る
歳
入
の
確
保
な
ど
、
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

①
職
員
人
事
評
価
制
度
の
運
用
と
キ
ャ
リ
ア

形
成
支
援

②
Ｄ
Ｘ
推
進
及
び
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
改
革
に
よ

る
業
務
効
率
の
向
上

③
単
独
採
用
試
験
及
び
離
島
町
村
合
同
採
用

試
験
の
継
続
実
施
に
よ
る
職
員
の
安
定
的

確
補
と
職
員
定
数
の
適
正
化

④
徴
税
に
係
る
臨
戸
訪
問
や
納
付
相
談
及
び

県
職
員
併
任
制
度
の
活
用
に
よ
る
滞
納
整

理
と
徴
収
率
の
向
上

⑤
返
礼
品
目
の
魅
力
化
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

強
化
に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進

⑶　

区
民
活
動
の
活
性
化
に
つ
い
て

　

本
村
が
目
指
す
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
持

続
可
能
な
美
ら
島
い
へ
や
」
を
実
現
す
る
た

め
、
区
民
活
動
へ
の
支
援
を
重
層
的
に
推
進
し

ま
す
。

①
活
動
補
助
金
の
交
付
に
よ
る
区
民
活
動
の

推
進

②
宝
く
じ
助
成
事
業
に
よ
る
活
動
備
品
等
の

整
備

③
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
る

区
民
活
動
支
援

　

Ⅲ　

お
わ
り
に

　

以
上
、
村
政
運
営
に
対
す
る
施
策
を
実
現
し

て
い
く
た
め
の
考
え
に
つ
い
て
述
べ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
本
年
度
実
施
予
定
の
事
業
は
、
こ
れ

か
ら
の
村
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

重
要
な
事
業
で
あ
り
ま
す
。
主
役
は
村
民
で
あ

る
こ
と
、
そ
し
て
村
民
視
点
に
立
っ
て
常
に
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
も
、
入
域
観
光
客
の
多
様

化
を
背
景
に
、
新
た
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
や
、
若
年
世
代
の
起
業
の
芽
生
え
が
散
見

さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
従
前
よ
り
設
立
準
備
を
進
め
て
い
た

観
光
地
域
づ
く
り
法
人
「
一
般
社
団
法
人
沖
縄

や
ん
ば
る
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
が
い
よ
い
よ
発
足
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
北
部

12
市
町
村
を
は
じ
め
、
民
間
事
業
者
、
教
育
機

関
が
一
体
と
な
り
や
ん
ば
る
地
域
の
自
然
・
文

化
・
住
民
生
活
と
調
和
し
た
、
持
続
可
能
な
観

光
地
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。
世
界
自
然

遺
産
の
や
ん
ば
る
の
森
や
、
美
ら
海
水
族
館
、

体
験
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
ジ
ャ
ン
グ
リ
ア
な

ど
、
北
部
地
域
が
持
つ
観
光
資
源
と
、
本
村
の

豊
か
な
自
然
、
文
化
、
そ
し
て
伝
承
や
神
話
性

な
ど
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
融
合
し
、「
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
・
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
理
念
の
も

と
、
観
光
産
業
を
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
位
置

づ
け
、
域
内
経
済
循
環
率
の
向
上
や
人
口
減
少

対
策
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
施
策
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
先
、
希
望
に
満
ち
た
時
代
は
私
た

ち
自
身
で
創
造
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
村

民
と
の
協
働
に
よ
る
関
係
性
を
深
め
、
目
指
す

べ
き
未
来
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
た
な
時
代
に
み
ん
な
の
笑
顔
と
本
村

の
未
来
を
創
る
た
め
、
今
後
の
村
政
運
営
に
よ

り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
施
政
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
10
日伊

平
屋
村
長　

真
栄
田　

孝
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伊平屋村  教育方針
　
　

は
じ
め
に

　

伊
平
屋
村
は
、沖
縄
県
の
最
北
端
に
位
置
し
、

素
朴
で
自
然
豊
か
な
島
で
す
。
歴
史
的
に
は
、

古
生
代
に
さ
か
の
ぼ
る
島
の
生
い
立
ち
や
、
万

葉
の
世
界
に
通
ず
る
天
照
大
御
神
伝
説
「
ク
マ

ヤ
洞
窟
由
来
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
祖
先
崇

拝
や
よ
ろ
ず
の
神
様
「
ウ
タ
キ
」
崇
拝
等
の
祭

祀
を
司
る
祝
女
の
存
在
は
、
県
内
有
数
の
神
の

島
と
し
て
知
ら
れ
、
人
々
の
生
活
と
連
動
し
た

郷
土
の
伝
統
文
化
「
ウ
ン
ジ
ャ
ミ
・
ウ
シ
デ
ー

ク
」
等
は
、
文
化
的
価
値
が
高
く
、
本
村
の
誇

り
で
す
。

　

一
方
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
等

の
先
端
技
術
が
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
に

取
り
入
れ
ら
れ
る
な
ど
、
社
会
の
在
り
方
そ
の

も
の
が
劇
的
に
変
化
し
て
い
く
超
ス
マ
ー
ト
社

会
（S

o
cie

ty5
.0

）
の
到
来
や
、
社
会
的
・

経
済
的
な
結
び
つ
き
が
地
球
規
模
で
急
速
に
深

ま
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
多
様
性
あ
る
社
会

の
形
成
、
環
境
問
題
、
さ
ら
に
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
持
続
可
能
で
自
立
的

な
地
域
社
会
の
創
生
な
ど
、
今
、
社
会
は
か
つ

て
な
く
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
ま
す
。

　

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会
は
、「
つ
な
が
り 

ひ

ろ
が
り 

と
も
に
学
ぶ 

伊
平
屋
の
島
発
ち
教

育
」
の
理
念
の
も
と
、「
島
発
ち
教
育
」
を
教

育
の
中
心
に
据
え
、
誕
生
か
ら
十
五
の
春
、
中

学
卒
業
ま
で
を
「
生
涯
学
び
続
け
る
基
礎
」
を

培
う
時
と
捉
え
、
生
涯
に
わ
た
り
学
び
続
け
、

よ
り
よ
い
社
会
の
創
造
に
寄
与
で
き
る
「
人
間

力
」
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
予
測
困
難
な
変
化
を
前
向
き
に
捉

え
、
よ
り
よ
い
社
会
を
創
る
た
め
に
、
自
ら
主

体
的
に
考
え
、
行
動
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
島

で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
胸
に
、
郷
土
の
文
化

継
承
・
発
展
へ
の
一
翼
と
し
て
の
自
覚
を
持
つ

こ
と
が
「
島
発
ち
教
育
」
の
礎
で
す
。
県
内
は

も
と
よ
り
広
く
国
際
社
会
に
雄
飛
し
、
併
せ
て

島
の
未
来
を
創
造
で
き
る
教
育
を
強
力
に
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
急
速
に
浸
透
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
五
感
で
感
じ
る
リ
ア
ル
な
体
験
と
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
好
奇
心

や
意
欲
を
高
め
、
学
び
に
向
か
い
、
学
び
続
け

る
力
を
育
み
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
に
お

い
て
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
学
び
を
深
め
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
「
違
い
」
を
尊
重
し
、
様
々

な
人
々
と
協
働
し
て
、
生
涯
学
び
続
け
る
生
き

方
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
、
老
い
も

若
き
も
支
え
合
う
活
力
に
満
ち
た
地
域
活
動
を

推
進
し
、「
安
心
・
安
全
・
平
和
」
な
村
民
主

体
の
生
涯
学
習
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
伊
平
屋
村
教
育

委
員
会
は
、
教
育
基
本
法
、
国
及
び
沖
縄
県
の

教
育
振
興
基
本
計
画
等
を
参
酌
し
、
伊
平
屋
村

教
育
大
綱
及
び
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
令
和
８
年
度
教
育
施
策
を
定
め
ま
す
。

　
　

令
和
８
年
４
月

伊
平
屋
村
教
育
委
員
会

伊平屋村の教育目標

　　　　
[ 基本方針 ]

　伊平屋村は、村民及び幼児児童生徒の個性を尊重し、国・県及び郷土の自然と歴史・文化に誇りを持ち、

創造性・国際性豊かな人材の育成と社会の変化に主体的に対応し、学び続ける生涯学習の振興を期して、

次の教育施策を推進します。

[ 教育目標 ]

　〇基礎的・基本的事項を身に付け、自ら学び、心豊かでたくましく、個性にあふれる創造性豊かな幼児・児童・

生徒を育成します。

　〇平和で活力に満ちた社会の形成者として、郷土を愛し、郷土文化の継承発展に寄与し、創造性・国際性

豊かで、情報社会に適応できる心身共に健全で、人間性豊かな村民を育成します。

　〇村民の連帯感を育み、学校・家庭・地域社会・行政の相互連携のもと、社会の変化に対応し得る教育の

方法を追求し、生涯を通して学び続ける社会を形成します。

平成４年３月５日　村教育委員会決定     平成 10 年３月５日　村教育委員会改正

平成 14 年３月６日　村教育委員会改正   平成 24 年２月 28 日 村教育委員会改正

令和４年３月１日　村教育委員会改正     令和５年 2 月 14 日　村教育委員会改正
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令
和
８
年
度
伊
平
屋
村
教
育

主
要
施
策
の
重
点
取
り
組
み

　

本
村
に
お
け
る
教
育
は
、
国
及
び
県
の
教
育
施

策
の
下
、
村
独
自
の
教
育
課
題
を
明
確
に
し
、
以

下
の
各
施
策
に
お
け
る
重
点
取
組
を
展
開
す
る
。

【
施
策
１
】　

保
育
・
幼
児
教
育
・
学
校
教
育

の
充
実
と
保
幼
小
の
連
携

（
１
）
保
育
・
幼
児
教
育
の
充
実

◎
保
幼
小
の
連
携

[
主
な
取
組
内
容
]

・
円
滑
な
保
幼
小
接
続
に
向
け
て
の
連
携
（
保
幼

小
連
絡
協
議
会
／
年
３
回
）

・
接
続
期
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
見
直
し
と
修
正

※
ア
プ
ロ
ー
チ
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

・
幼
児
、
児
童
及
び
保
育
所
・
幼
稚
園
保
育
士
、

小
学
校
教
諭
の
交
流
の
充
実

・「
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
見
直
し
と
修
正

（
２
）
学
校
教
育
の
充
実

◎
学
力
向
上
推
進
の
取
り
組
み
の
充
実

[
主
な
取
組
内
容
]

①
「
確
か
な
学
力
」
の
定
着

・「
自
立
し
た
学
習
者
」
の
育
成

・「
す
べ
て
の
子
に
学
び
を
保
障
す
る
授
業
づ
く

り
」

˜
学
び
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
※
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
授
業
づ
く
り
˜

・「
質
の
高
い
学
び
が
生
ま
れ
る
『
学
習
課
題
』
の

設
定
」

・「
協
働
的
な
課
題
解
決
の
場
（
仕
組
み
）
の
設
定
」　
　
　
　
　
　

        

　

・「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
有
効
活
用
し
た
個
別
最
適
の
学
び
」

の
推
進

②
学
習
指
導
の
工
夫
・
改
善
・
充
実

　

教
職
員
の
授
業
力
向
上
へ
の
取
り
組
み

・
三
校
合
同
教
職
員
研
修
会
の
開
催

・
沖
縄
県
学
力
向
上
推
進
施
策
（
推
進
機
関
令
和

７
˜
９
年
度
）

「
自
立
し
た
学
習
者
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
踏

ま
え
た
授
業
改
善

・
授
業
参
観
後
、
振
り
返
り
（
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

の
充
実

・
村
及
び
国
頭
教
育
事
務
所
指
導
主
事
の
要
請
及

び
講
師
招
聘

・
校
内
Ｏ
Ｊ
Ｔ
（
学
び
合
い
高
め
合
う
職
員
文
化
）

の
推
進

・
全
教
師
、
一
人1

回
以
上
の
「
授
業
研
究
」
及

び
指
導
・
助
言

③
「
地
域
学
習
」
の
推
進

　

伊
平
屋
の
地
域
素
材
（
教
材
）
を
活
用
し
た
「
教

材
の
魅
力
化
」
の
推
進

・
伊
平
屋
村
地
域
学
習
推
進
委
員
会
の
設
置

・
令
和
８
年
度
に
お
け
る
年
間
指
導
計
画
へ
の
位

置
付
け
と
改
善

　
　
（
社
会
科
、
理
科
、
道
徳
科
等
）

・
部
会
を
学
期1

回
開
催

　
「
地
域
学
習
」
の
進
捗
状
況
の
確
認
や
地
域
素

材
（
教
材
）
授
業
づ
く
り
の
継
続

④
「
自
立
し
た
学
習
者
」
の
育
成

　
「
自
立
し
た
学
習
者
」
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進

授
業
改
善
４
つ
の
取
組

・「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
同
的
な
学
び
」
の

一
体
的
な
充
実

・「
学
習
基
盤
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
」
の
活
用

・「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
の
実
現

・「
自
学
自
習
力
」
を
育
む
取
組
の
充
実

育
成
を
支
え
る
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

・
自
己
存
在
感
の
感
受

・
共
感
的
な
人
間
関
係
の
育
成

・
自
己
決
定
の
場
の
提
供

・
安
心
・
安
全
な
風
土
の
醸
成

◎
特
別
支
援
教
育
及
び
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
の

充
実

[
主
な
取
組
内
容
]

①
校
内
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
資
質
向
上

・
特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
専
門
講
師
の
招
聘

・
専
門
講
師
に
よ
る
授
業
参
観
の
実
施
及
び
振
り

返
り
等

②
校
内
支
援
体
制
の
充
実

・
校
内
支
援
委
員
会
の
充
実

・「
通
級
」
判
定
児
童
生
徒
へ
の
合
理
的
配
慮

・
個
別
の
教
育
支
援
計
画
、
個
別
の
指
導
計
画
の

作
成
と
活
用

③
村
教
育
支
援
委
員
会
（
就
学
支
援
）
の
開
催

・
適
切
な
就
学
支
援
（
学
び
の
保
障
）
に
向
け
た

熟
議

・
専
門
家
に
よ
る
保
護
者
及
び
教
職
員
へ
の
振
り

返
り
の
充
実

【
施
策
２
】
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進

◎
地
域
人
材
の
育
成

[
主
な
取
り
組
み
]

・
集
落
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成
・
配
置

・
健
康
づ
く
り
教
室
の
開
催

・
子
育
て
支
援
・
見
守
り
サ
ロ
ン
開
設

・
地
域
人
材
の
育
成

・
島
内
外
の
各
交
流
事
業
の
促
進

・
村
民
体
育
の
日
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

開
催

・
ニ
ー
ズ
に
合
う
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
奨
励

・
島
外
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参
加
促
進

【
施
策
３
】
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
に
よ
り
、

子
ど
も
の
学
び
を
支
え
る
。

◎
地
域
活
動
・
体
験
活
動
の
充
実

[
主
な
取
り
組
み
活
動
]

・「
伝
統
文
化
学
習
の
日
」
取
り
組
み
の
充
実　

 

・
令
和
４
年
度
よ
り
各
学
校
、
教
育
課
程
へ
の
位

置
付
け

・「
伝
統
文
化
学
習
発
表
会
」
の
開
催

・「
村
し
ま
く
と
ぅ
ば
大
会
」
の
開
催

・
各
集
落
の
地
域
行
事
へ
の
子
ど
も
の
参
加
促
進

・
地
域
で
家
庭
を
支
え
る
体
制
の
構
築

・
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
活
度
へ
の

支
援

・
県
立
図
書
館
「
空
飛
ぶ
図
書
館
」
の
活
用

・
家
庭
に
お
け
る
自
立
指
導
の
強
化

・
村
出
身
高
校
生
の
追
跡
調
査
の
実
施
・
継
続

【
施
策
４
】
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
居
場
所
づ
く

り
と
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
学
習
環
境
の
整
備

◎
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
支
援
と
Ｈ
Ｐ
の
充
実

[
主
な
取
り
組
み
活
動
]

・
教
育
委
員
会
及
び
各
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実

・
学
校
評
価
・
自
己
評
価
・
保
護
者
評
価
の
公
表

及
び
地
域
住
民
の
参
画

・
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就
学
援
助
事
業

を
推
進

・
学
校
保
健
委
員
会
の
開
催

・
教
育
相
談
に
関
す
る
地
域
人
材
の
活
用

【
施
策
５
】
文
化
財
の
保
護
と
活
用
及
び
文
化

施
設
の
充
実

◎
文
化
施
設
の
充
実
と
活
用

[
主
な
取
り
組
み
]

・
歴
史
資
料
の
保
存
・
活
用

・
村
史
編
纂
事
業

・
歴
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
促
進
事
業

・
住
民
が
制
作
し
た
伝
統
工
芸
及
び
芸
術
作
品
の

展
示

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
教
育
及
び
研
究
分
野
へ
の

積
極
的
活
用

・
歴
史
民
俗
資
料
館
の
名
称
変
更(

サ
ブ
ネ
ー
ム
・

愛
称)

・
無
形
民
俗
文
化
財
の
村
指
定
方
針
の
整
備

【
施
策
６
】
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

◎
文
化
芸
術
活
動
へ
の
参
加
促
進
・
人
材
育
成

◎
伝
統
文
化
の
魅
力
発
信
事
業

[
主
な
取
り
組
み
内
容
]

・
文
化
講
座
の
充
実

・
村
し
ま
く
と
ぅ
ば
大
会
の
実
施

・
伝
統
文
化
学
習
発
表
会
の
開
催

・
文
化
芸
術
を
発
表
・
鑑
賞
す
る
機
会
の
充
実

・
社
会
包
摂
に
つ
な
が
る
文
化
芸
術
活
動
の
推
進

・
支
援
、
青
少
年
の
文
化
芸
術
活
動
へ
の
支
援

・
文
化
芸
術
活
動
を
通
し
た
世
代
間
交
流
や
異
文

化
交
流
の
促
進

・
伝
統
文
化
の
記
録
化
・
デ
ジ
タ
ル
化
等
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令和８年度会計予算
■一般会計　　総額 36 億 9,359 万円
　伊平屋村の一般的な会計予算です。地方税と国や県からの交付金・支出金が主な歳入で、伊平屋村の事業全般に

使います。

（１）歳入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　（2）歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成
比

区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成
比

自
主
財
源

村税 91,823 83,665 8,158 9.8 2.5% 議会費 48,400 48,943 △ 543 △ 1.1 1.3%

分担金及び負担金 7,997 19,054 △ 11,057 △ 58.0 0.2% 総務費 668,907 697,717 △ 28,810 △ 4.1 18.1%

使用料及び手数料 60,403 54,345 6,058 11.1 1.6% 民生費 427,065 421,642 5,423 1.3 11.6%

財産収入 17,716 16,112 1,604 10.0 0.5% 衛生費 185,319 197,517 △ 12,198 △ 6.2 5.0%

寄付金 92,502 232,502 △ 140,000 △ 60.2 2.5% 農林水産業費 798,379 583,882 214,497 36.7 21.6%

繰越金・繰入金 128,048 162,245 △ 34,197 △ 21.1 3.5% 商工費 154,989 163,384 △ 8,395 △ 5.1 4.2%

諸収入 35,738 27,418 8,320 30.3 1.0% 土木費 398,598 948,224 △549,626 △ 58.0 10.8%

小　　計 434,227 595,341 △ 161,114 △ 27.1 11.8% 消防費 12,768 12,691 77 0.6 0.3%

依
存
財
源

地方譲与税 19,882 19,874 8 0.0 0.5% 教育費 406,157 375,420 30,737 8.2 11.0%

交付金等 38,799 31,741 7,058 22.2 1.1% 災害復旧費 20,000 23,793 △ 3,793 △ 15.9 0.5%

地方交付税 1,601,383 1,447,149 154,234 10.7 43.4% 公債費 451,356 403,467 47,889 11.9 12.2%

国・県支出金 1,197,999 1,364,655 △ 166,656 △ 12.2 32.4% 諸支出金 117,652 34,880 82,772 237.3 3.2%

村債 401,300 456,800 △ 55,500 △ 12.1 10.9% 予備費 4,000 4,000 0 0.0 0.1%

小　　計 3,259,363 3,320,219 △ 60,856 △ 1.8 88.2%

合　　計 3,693,590 3,915,560 △ 221,970 △ 5.7 100% 合　　計 3,693,590 3,915,560 △221,970 △ 5.7 100%

（3）歳出（性質別）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　

区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成
比

消
費
的
経
費

人件費 694,581 720,969 △ 26,388 △ 3.7 18.8%

物件費 841,743 874,505 △ 32,762 △ 3.7 22.8%

維持補修費 15,192 22,597 △ 7,405 △ 32.8 0.4%

扶助費 99,705 99,180 525 0.5 2.7%

補助費 638,316 490,772 147,544 30.1 17.3%

　 小　　計 2,289,537 2,208,023 81,514 3.7 62.0%

投
資
的
経
費

補助事業費 818,309 1,127,956 △ 309,647 △ 27.5 22.2%

単独事業費 75,189 37,877 37,312 98.5 2.0%

その他 0 225 △ 225
△ 

100.0
0.0%

災害復旧費 20,000 23,793 △ 3,793 △ 15.9 0.5%

　 小　　計　 913,498 1,189,851 △ 276,353 △ 23.2 24.7%

そ
の
他
の
経
費

公債費 451,356 403,467 47,889 11.9 12.2%

積立金 128 128 0 0.0 0.0%

投資及び出資金 0 100 △ 100 0.0 0.0%

繰出金 35,071 109,991 △ 74,920 △ 68.1 0.9%

予備費 4,000 4,000 0 0.0 0.1%

　 小　　計 490,555 517,686 △ 27,131 △ 5.2 13.3%

合　　計 3.693,590 3,915,560 △ 221970 △ 5.7 100%
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■特別会計　　総額 14 億 0,605 万円　　
♦国民健康保険事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主

財
源

施設使用収入 2,424 2,184 240 11 53.3 

諸収入 2,121 2,832 △ 711 △ 25 46.7 

依
存

財
源他会計繰入金 0 0 0 - 0.0 

合　　計 4,545 5,016 △ 471 △ 9 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

事業費 4,545 5,016 △ 471 △ 9 100.0 

合　　計 4,545 5,016 △ 471 △ 9 100.0 

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主

財
源

運航収益 266,681 209,830 56,851 27 38.7 

雑収入・その他 3,986 3,168 818 26 0.6 

依
存
財
源

離島航路補助金 245,582 289,327 △ 43,745 △ 15 35.7 

他会計繰入補助 109,795 116,683 △ 6,888 △ 6 16.0 

長期前受金戻入 62,260 61,140 1,120 0 9.0 

資本費繰入収益 0 7,980 △ 7,980 △ 100 0.0 

合　　計 688,304 688,128 176 0 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

営業費用 705,616 662,524 43,092 7 95.0 

営業外費用 19,096 21,185 △ 2,089 △ 10 2.6 

特別損失 0 0 0 0 0.0 

予備費 5,000 3,000 2,000 0 0.7 

建設改良費 1,506 600 906 151 0.2 

企業債償還金 11,509 11,395 114 1 1.5 

合　　計 742,727 698,704 44,023 6 100.0 

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主
財
源

国民健康保険税 20,123 20,142 △ 19 △ 0 10.3 

繰越金 1 1 0 0 0.0 

諸収入 2 8 △ 6 △ 75 0.0 

依
存
財
源

国・県支出金 152,236 153,408 △ 1,172 △ 1 78.3 

療養給付費交付金 0 0 0 - 0.0 

前期高齢者交付金 0 0 0 - 0.0 

共同事業交付金 0 0 0 - 0.0 

他会計繰入金 22,111 26,818 △ 4,707 △ 18 11.4 

合　　計 194,473 200,377 △ 5,904 △ 3 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

総務費 6,167 13,104 △ 6,937 △ 53 3.2 

保険給付費 138,155 137,841 314 0 71.0 

国民健康保険事業費納付金 46,472 41,818 4,654 11 23.9 

老人保健・共同事業拠出金 0 0 0 - 0.0 

保険事業費 3,672 7,607 △ 3,935 0 1.9 

前期高齢者・介護納付金等 0 0 0 - 0.0 

保健施設費 0 0 0 - 0.0 

諸支出金・繰上充用金 7 7 0 - 0.0 

予備費 0 0 0 - 0.0 

合　　計 194,473 200,377 △ 5,904 △ 3 100.0 

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主
財
源

後期高齢者医療保険料 10,023 10,023 0 0 35.4 

使用料及び手数料 5 3 2 67 0.0 

繰越金 0 0 0 0 0.0 

諸収入 8,412 2 8,410 420,500 29.7 

依
存

財
源他会計繰入金 9,853 4,957 4,896 991 34.8 

合　　計 28,293 14,985 13,308 89 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

総務費 13,417 189 13,228 6,999 47.4 

後期高齢者医療
広域納付金

14,824 14,764 60 0 52.4 

諸支出金 51 31 20 65 0.2 

後期医療制度円
滑運営補助金

1 1 0 100 0.0 

合　　計 28,293 14,985 13,308 89 100.0 

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主

財
源

営業収益 39,500 38,013 1,487 4 14.0 

その他 11,973 3,409 8,564 251 4.2 

依
存
財
源

他会計補助金 25,987 22,784 3,203 14 9.2 

長期前受金戻入 23,527 24,009 △ 482 △ 2 8.3 

資本費繰入収益 12,186 9,562 2,624 27 4.3 

企業債 69,300 56,000 13,300 24 24.5 

国庫補助金 100,000 82,000 18,000 22 35.4 

合　　計 282,473 235,777 46,696 20 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

営業費用 99,034 92,634 6,400 7 32.9 

営業外費用 5,684 4,351 1,333 31 1.9 

特別損失 0 500 △ 500 △ 100 0.0 

予備費 0 1 △ 1 △ 100 0.0 

建設改良費 161,136 156,410 4,726 3 53.5 

企業債償還金 35,277 26,442 8,835 33 11.7 

合　　計 301,131 280,338 20,793 7 100.0 

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主

財
源

営業収益 12,100 11,766 334 3 10.2 

その他 0 151 △ 151 - 0.0 

依
存
財
源

他会計補助金 36,564 23,712 12,852 - 31.0 

長期前受金戻入 55,864 105,829 △ 49,965 - 47.3 

資本費繰入収益 8,995 14,181 △ 5,186 △ 37 7.6 

企業債 4,600 0 4,600 3.9 

合　　計 118,123 155,639 △ 37,516 △ 24 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

営業費用 103,048 155,456 △ 52,408 △ 34 83.3 

営業外費用 1,987 3,347 △ 1,360 △ 41 1.6 

特別損失 0 500 △ 500 △ 100 0.0 

予備費 1 1 0 0 0.0 

企業債償還金 18,736 16,092 2,644 16 15.1 

合　　計 123,772 175,396 △ 51,624 △ 29 100.0 

歳入 区　　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

自
主
財
源

診療事業収入 8,000 9,453 △ 1,453 △ 15 72.0 

繰越金 1 1 0 0 0.0 

諸収入 2 2 0 0 0.0 

依
存

財
源他会計繰入金 3,107 7,977 △ 4,870 △ 61 28.0 

合　　計 11,110 17,433 △ 6,323 △ 36 100.0 

歳出 区　　分
本年度

予算額Ａ
前年度

予算額Ｂ
比較

Ａ－Ｂ
伸率
％

構成比
%

総務費 5,544 9,057 △ 3,513 △ 39 49.9 

診療事業費 5,565 8,375 △ 2,810 △ 34 50.1 

予備費 1 1 0 0 0.0 

合　　計 11,110 17,433 △ 6,323 △ 36 100.0 

♦後期高齢者医療特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

♦水道事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

♦農業集落排水事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

♦港湾整備事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

♦船舶運航事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

♦歯科診療所事業特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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表紙写真　撮影：野甫　英芳さん（島尻区）

伊平屋村
人口動態

( 令和 8 年 4 月末現在）

田 名 前 泊 我 喜 屋 島 尻 野 甫 合 計 増   減
男 141 150 162 160 42 655 -6
女 121 123 149 107 39 539 1
計 262 273 311 267 81 1,194 -5

世帯数 143 148 182 143 47 663 2

 

 

伊平屋村の行事予定表　schedule

食卓 お役立ちコーナー くさぎなじゅうしー

4 月　April
1 日 水 保育所入所式

7 日 火
1 学期始業式 (3 校 )
入学式 ( 伊中 )　予防接種

8 日 水 入学式 ( 伊小 )　幼稚園入学式

14 日 火 ミニデイ ( 我 )

15 日 水
ミニデイ（島 AM・野 PM）
保育所こいのぼり集会
伝統文化学習開講式

16 日 木
ミニデイ（田・前）
AM: 幼児歯科検診

19 日 日 浜下り

21 日 火 ミニデイ（我）　予防接種

22 日 水 ミニデイ（島 AM・野 PM）

23 日 木 ミニデイ（田・前）

29 日 水 昭和の日

5 月　May
２日 土 海開き　ウェルカムイベント

3 日 日 憲法記念日

4 日 月 みどりの日

5 日 火 こどもの日

6 日 水 振替休日

７日 木 予防接種

10 日 日 母の日

12 日 火 ミニデイ（我）

13 日 水 ミニデイ（島 AM・野ＰＭ）

14 日 木 ミニデイ（田・前）

16 日 土 第 33 回やんばる駅伝（伊是名島）

18 日 月 PM: 婦人がん健診

19 日 火 住民健診 ( 田・前 )

20 日 水 住民健診 ( 我 )

21 日 木 住民健診 ( 島・野 )

22 日 金 PM: こころの健康相談

23 日 土 AM: こころの健康相談

26 日 火 ミニデイ（我）　予防接種

27 日 水 ミニデイ（島 AM・野ＰＭ）

28 日 木 ミニデイ（田・前）

■作り方
１．米は洗ってザルにあげ、水を切る。
２．くさぎなは洗って塩ゆで（１５分程）し、２０～３０分水にさらしてアク抜きをする。
３．豚三枚肉は茹でる。（ゆで汁は、だし用に使う）干し椎茸は水でもどし、石づきを取り除く。
４．くさぎなは絞って粗めに刻む、三枚肉、人参、干し椎茸、ちきあぎはあられ切りにする。
５．鍋にサラダ油を入れて熱し、三枚肉を色づくまで炒めて人参、椎茸、ちきあぎを加え、さっ

と炒める。
６．炊飯器に分量のだし汁と１の米、５の材料、☆印の調味料を入れ混ぜ合わせて炊く。
７．炊き上がったら、くさぎなとラードを加えて混ぜ合わせ数分間蒸らす。
※三枚肉は、鍋にたっぷりの水を沸騰させ茹でる。（茹でながら、アクをしっかり取り除く。）
※ラードは三枚肉のゆで汁が冷めた際にできるものを利用すると良い。事前に準備しておくこ

とをおすすめ。ない場合はサラダ油で代用しても良い。
ポイント！：くさぎなは、柔らかい若葉を使い塩ゆでした後、水にさらしてしっかりとアクを
　　　　　　抜くのが美味しく食べるコツです。

　　　　　　　　⇐これまでのバックナンバーをこちらからご覧いただけます。

お問い合わせ　福祉保健課　☎　0980-46-2142

島のおいしいを味わおう！
■材料（４人分）
・米・・・・・４００ｇ
・くさぎな・・・６０ｇ
・豚三枚肉・・１２０ｇ
・人参・・・・・５０ｇ

　　　　　　　　

臭木＝くさぎの葉は字が表す通り独
特の強い香りがあります。沖縄では、
薬効のある植物を「クスイムン（薬
になるもの）」と呼び、食事に取り
入れる文化があります。「くさぎな
じゅうしー」もそのひとつで滋味深
い家庭料理です。春から初夏が旬！　
島の野草料理をぜひ味わってみませ
んか？

くさぎな　人参
☆しょうゆ・・・大さじ１と1/2
☆シママース・・小さじ 1 と 1/2 
・サラダ油・・・小さじ１
・ラード・・・・小さじ１

・干し椎茸・・・・２枚
・ちきあぎ・・・・３０ｇ
・豚だし汁・・・・２００ｃｃ
・かつおだし汁・・２８０ｃｃ


